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　「七夕の節供（七夕）」は、五節供のひとつです。もともとは旧暦の７月７日で、盆の少し前の時期

で、盆前の禊の行事として行われていました。現在では、新暦の７月７日に行われているのは皆

が知っているとおりです。もとは棚機と書かれており、その行事は、水辺に作った棚に乙女が

織った着物を供え、人々のけがれをはらうものでした。その着物を織る織り機も棚機といわれ

ていました。また、中国の古い言い伝えである織女星と彦星が天の川を渡って年に１度会うと

いう話とあわさり、織物が上手になるよう願うようになりました。その後、芸事や書道の上達も

願うようになり、さらに様々な願い事を短冊に書くようになったといわれています。
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